
　
暑
い
！
元

気
な
振
り
し

て
過
ご
し
て

い
る
▼
沢
田

研
二
、
後
期
高
齢
者
突
入
後
、

圧
巻
の
ラ
イ
ブ
。
舞
台
を
所
狭

し
と
動
き
回
る
。
曲
間
の
「
あ

り
が
と
う
、
サ
ン
キ
ュ
ー
、
あ

り
が
と
う
ね
」
見
習
わ
ね
ば
!!

「
い
つ
か
君
は
」。（『
土
を
喰
ら

う
十
二
カ
月
』
主
題
歌
）
が
好

い
▼
き
た
や
ま
お
さ
む
、「
同

じ
花
を
見
て
美
し
い
と
言
っ
た

二
人
の
心
と
心
が
、
今
は
も
う

通
わ
な
い
」。
精
神
的
な
「
和
」

や
身
体
的
な
「
つ
な
が
り
」

（
同
調
、
横
並
び
の
愛
）
の
破

綻
が
ハ
ブ
ら
れ
る
恐
怖
や
向
か

い
合
っ
て
も
ら
え
な
い
不
安
、

そ
し
て
同
調
圧
力
を
生
む
と

言
っ
て
い
る
。
人
間
関
係
は
答

え
が
出
な
い
複
雑
で
難
解
な
も

の
で
あ
る
▼
冷
泉
貴
美
子
、
新

聞
に
「
四
季
の
言
の
葉
」
と
い

う
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
い
る
。

日
本
語
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

が
あ
り
難
し
い
が
、
風
情
が
あ

り
、
奥
深
い
も
の
で
あ
る
。
旧

仮
名
遣
い
も
勉
強
す
る
つ
も
り

で
あ
る
▼
初
盆
（
近
し
い
3

人
）、「
和
顔
愛
語
」。
無
量
寿

経
に
あ
る
言
葉
を
再
確
認
し
た

盂
蘭
盆
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
言

葉
こ
そ
殺
伐
と
し
た
今
の
世
の

中
に
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
！
9
月
10
日
は
「
世
界
自
殺

予
防
デ
ー
」、
16
日
ま
で
「
自

殺
予
防
週
間
」
で
あ
る
。
2
0

2
2
年
の
自
殺
者
は
前
年
よ
り

8
4
7
人
増
加
の
2
万
1
8
8

1
人
で
男
性
が
67
・
4
％
を
占

め
た
。
2
0
2
0
年
か
ら
増
加

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
原

因
の
一
つ
か
。「
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
の
日
」
の
日
で
も
あ
る

ら
し
い
。
ち
な
み
に
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
の
日
は
毎
月
22
日
だ
そ

う
だ
。
何
故
？　

 

（
励
無
）

　
政
府
の
強
権
的

マ
イ
ナ
保
険
証
義

務
化
の
主
要
論
拠

は
医
療
Ｄ
Ｘ
の
た

め
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は

一
見
一
理
あ
り
、
そ
こ
が
日
本

医
師
会
や
多
く
の
医
療
者
も
反

対
で
き
な
い
、
ま
た
は
推
進
論

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
政
府
が
国
民
に
説
明
し

て
い
る
の
は
「
重
複
投
薬
を
な

く
し
、
効
率
化
で
き
る
」
程
度

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
医
療
者
は

そ
の
先
の
種
々
の
メ
リ
ッ
ト
を

期
待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
内
容
は
実
に
曖
昧
で

あ
る
。
あ
る
医
学
雑
誌
で
は

「
病
院
内
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
Ｉ
Ｔ
化
し
て
効
率
化
さ
れ

た
、
こ
れ
が
医
療
Ｄ
Ｘ
だ
（
要

約
）」と
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

理
解
も
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
に
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
例
と
し
て
、
今
回
、
政
府

が
考
え
る
重
複
投
薬
の
防
止

は
、「
患
者
が
過
去
に
か
か
っ

た
複
数
の
医
療
機
関
の
1
月
半

前
ま
で
の
処
方
内
容
が
電
子
的

に
見
え
て
、
医
師
が
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
自
分
の
処
方
を

考
慮
す
る
シ
ス
テ
ム
」
と
な

る
。
こ
れ
が
Ｄ
Ｘ
と
い
う
こ
と

だ
が
、
お
薬
手
帳
を
見
る
の
と

大
差
は
な
い
。
重
複
薬
チ
ェ
ッ

ク
は
す
で
に
レ
セ
プ
ト
審
査
機

関
が
突
合
点
検
で
行
い
、
医
療

機
関
に
通
知
し
、
削
除
・
減
点

す
る
制
度
が
あ
る
。
そ
れ
で
は

別
制
度
の
電
子
処
方
箋
を
普
及

さ
せ
れ
ば
良
い
か
？　
こ
の
場

合
、
重
複
薬
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

は
調
剤
薬
局
で
な
さ
れ
、
そ
の

後
に
医
療
機
関
に
通
知
さ
れ
削

除
・
修
正
と
な
る
。
多
少
の
改

善
程
度
で
あ
る
。
で
は
、
医
師

が
求
め
る
真
の
医
療
Ｄ
Ｘ
で

は
？　
「
電
子
的
処
方
箋
作
成

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
患
者
の
全
処

方
薬
と
の
照
合
が
で
き
、
重
複

や
併
用
禁
忌
薬
が
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
処

方
内
容
修
正
が
で
き
て
、
正
し

い
処
方
箋
発
行
」
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
姿
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
医
療
デ
ー
タ
の
共
有
・
連
携

で
も
同
様
に
医
療
者
の
夢
と
実

際
で
は
乖
離
が
あ
る
。
医
療
者

が
夢
見
て
い
る
Ｄ
Ｘ
を
実
現
す

る
に
は
、
今
の
シ
ス
テ
ム
で
は

不
可
能
で
あ
る
（
一
方
、
医
療

デ
ー
タ
第
三
者
提
供
な
ど
の
裏

の
目
的
は
着
々
と
実
装
さ
れ
て

い
く
）。
最
近
、
政
府
は
こ
の

中
途
半
端
Ｄ
Ｘ
が
暴
露
さ
れ
た

こ
と
を
口
実
に
し
て
、
新
た
に

全
医
療
機
関
の
電
子
カ
ル
テ

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
制
度
へ
の

法
律
改
正
を
検
討
し
始
め
た
。

こ
れ
は
大
問
題
で
、
今
の
シ
ス

テ
ム
に
屋
上
屋
を
重
ね
て
で
き

あ
が
る
の
は
、
理
念
、
シ
ス
テ

ム
基
盤
の
問
題
を
含
め
抜
本
的

変
革
な
き
極
め
て
危
険
な
シ
ス

テ
ム
と
そ
の
運
用
に
な
る
。
今

後
、随
時
検
証
し
て
い
き
た
い
。

一
口
に
医
療
Ｄ
Ｘ
と
言
う
け
れ
ど

～
中
途
半
端
Ｄ
Ｘ
と
危
険
な
今
後
の
法
律
改
正
～

　
左
京
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
の
欠
員
に

伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は

定
数
以
内
で
し
た
の
で
、
京

都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定

第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、
投

票
を
行
わ
ず
立
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
2
5
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

代
議
員　

　
三
嶋 

隆
之　
十
倉 

孝
臣

　
塩
見 

聡
史

予
備
代
議
員

　
松
下 

匡
孝　
柴
田 

修
宏

　
佐
藤 

尚
志

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

左 

京

　
保
団
連
は
7
月
28
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化
方
針
を

撤
回
す
る
よ
う
、
衆
議
院
第
二

議
員
会
館
内
で
厚
労
省
に
要
請

を
行
っ
た
。
厚
労
省
の
出
席
者

は
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策

課
保
険
デ
ー
タ
企
画
室
法
令
係

長
・
山
根
清
氏
。
保
団
連
の
田

辺
隆
副
会
長
、
武
田
浩
一
医
科

社
保
・
審
査
対
策
部
長
、
新
井

良
一
歯
科
社
保
・
審
査
対
策
部

長
、
紹
介
議
員
の
田
村
智
子
参

院
議
員
（
日
本
共
産
党
）
の
秘

書
が
参
加
。
京
都
協
会
か
ら
事

務
局
が
参
加
し
た
。

　
厚
労
省
は
22
年
6
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革
実
施

計
画
」
を
受
け
て
、
23
年
3
月

に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
割
合
を

1
0
0
％
に
近
づ
け
る
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

光
デ
ィ
ス
ク
で
請
求
す
る
医
療

機
関
に
、
23
年
9
月
ま
で
に
原

則
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
移
行
す

る
よ
う
請
求
省
令
を
改
正
す
る

と
し
て
い
る
。

　
交
渉
で
厚
労
省
は
「
請
求
省

令
は
早
め
に
改
正
し
た
い
が
、

内
部
で
検
討
を
進
め
て
い
る
」

と
報
告
。
こ
れ
を
受
け
、
京
都

協
会
よ
り
厚
労
省
資
料
で
も
歯

科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
実
施
率

が
低
い
（
23
年
1
月
請
求
分
で

全
体
の
31
・
5
％
）
と
指
摘
。

保
団
連
か
ら
歯
科
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
の
経
済
的
負
担
が
大

き
い
た
め
に
進
ま
な
い
と
報
告

し
た
上
で
、
京
都
協
会
よ
り

「
本
来
、
審
査
支
払
に
関
す
る

費
用
は
保
険
者
が
負
担
し
、
医

療
機
関
は
『
療
養
の
給
付
』
を

担
当
す
る
役
割
分
担
。
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
の
義
務
化
は
『
便
利

さ
』
を
理
由
に
医
療
機
関
に
審

査
支
払
の
コ
ス
ト
を
押
し
付
け

る
も
の
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
9
月
4
日
時
点
で
請
求
省
令

改
正
案
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

光ディスク請求の医療機関に
オンライン請求を強制か
厚生労働省へ撤回を要請

診
療
報
酬
増
と
真
に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
化
を

コ
ロ
ナ
・
物
価
高
・
マ
イ
ナ
混
乱
改
善
で
方
針

第76回定期総会
　
協
会
は
第
76
回
定
期
総
会
（
第
2
0
5
回
定
時
代
議
員
会
合
併
）
を
7
月
30
日
に
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
。
会
場
と
参
加
者
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実

施
し
た
。
95
人
（
代
議
員
64
人
、
一
般
会
員
8
人
、
役
員
23
人
） 
が
出
席
し
、
飯
田
泰
啓
議
長

と
戎
井
浩
二
副
議
長
が
議
事
を
進
行
し
た
。
2
0
2
2
年
度
活
動
報
告
と
23
年
度
活
動
方
針
、

顧
問
委
嘱
、
決
議
案
を
提
案
し
、
全
て
賛
成
多
数
で
承
認
、
採
択
さ
れ
た
。 （
関
連
2
・
3
面
）

　
茨
木
和
博
副
理
事
長
が
22
年

度
の
活
動
を
総
括
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導

入
の
義
務
化
と
保
険
証
廃
止
の

撤
回
を
求
め
た
署
名
や
国
会
要

請
な
ど
の
活
動
を
報
告
。
個
人

情
報
漏
え
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
す
る
中
で
成
立
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
正
を
受
け

て
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

保
険
証
な
し
で
は
資
格
確
認
が

で
き
な
い
と
の
会
員
の
声
を
厚

労
省
へ
訴
え
た
と
述
べ
た
。
京

都
府
へ
は
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
検
証
し
、
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
対
応
と
新
興
感
染
症
対
策

へ
の
取
り
組
み
の
改
善
を
求
め

た
と
報
告
。
そ
の
他
、
診
療
報

酬
改
定
関
連
で
は
22

年
度
改
定
の
不
合
理

是
正
と
24
年
度
改
定

に
向
け
た
特
定
保
険

医
療
材
料
の
価
格
設

定
の
改
善
要
請
な
ど

を
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
渡
邉
賢

治
副
理
事
長
か
ら
情

勢
を
報
告
。
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
終
わ
り
が
見

え
な
い
中
、
今
後
5

年
間
の
防
衛
費
総
額

を
43
兆
円
と
し
た
政

府
の
方
針
に
危
機
感

を
述
べ
た
。
ま
た
全

世
代
型
社
会
保
障
法

は
高
齢
者
の
負
担
増

だ
け
で
な
く
、世
代
間
・
収
入
の

格
差
間
の
分
断
を
も
生
み
出
し

か
ね
な
い
と
懸
念
を
示
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
医
療
提

供
体
制
の
脆
弱
性
や
貧
困
、
生

活
困
難
の
問
題
は
大
企
業
の
経

済
活
動
を
優
先
す
る
規
制
緩
和

や
自
己
責
任
を
押
し
つ
け
た
政

策
の
結
果
だ
と
指
摘
。
人
々
の

暮
ら
し
の
保
障
と
少
子
高
齢
化

対
策
の
た
め
に
医
療
・
介
護
・

福
祉
な
ど
の
社
会
保
障
の
充
実

こ
そ
が
必
要
と
強
調
し
た
。

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
鈴
木

卓
理
事
長
が
23
年
度
活
動
方
針

を
提
案
。
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
の
賃

金
引
き
上
げ
は
重
要
で
あ
り
、

24
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
の
引

き
上
げ
が
必
要
と
し
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
巡
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
保
険
証

を
残
す
重
要
性
を
強
調
し
、
最

低
限
、
資
格
確
認
書
は
期
限
な

し
で
発
行
す
べ
き
と
述
べ
た
。

医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
反
対
で

は
な
い
が
、
政
府
の
掲
げ
る
医

療
Ｄ
Ｘ
は
経
済
界
に
よ
る
制
度

設
計
で
、
医
療
を
成
長
戦
略
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
な
い
と
指
摘
。

医
療
保
障
の
前
進
と
な
る
あ
る

べ
き
Ｄ
Ｘ
を
要
望
し
た
い
と
述

べ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
を
総

括
す
る
一
環
と
し
て
、
会
員
各

位
の
体
験
談
の
寄
稿
を
呼
び
か

け
た
。

　
総
会
後
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
に

見
え
た
梅
干
し
『
別
世
界
』
と

い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
題
し
、

講
演
会
を
開
催
。
講
師
は
京
都

外
国
語
大
学
国
際
貢
献
学
部
グ

ロ
ー
バ
ル
観
光
学
科
教
授
の

ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
氏
が

講
演
し
た
。
参
加
者
は
54
人
。

 

（
講
演
録
は
後
日
掲
載
予
定
）

鈴
木
理
事
長
が
活
動
方
針
を
提
案
し
、

承
認
さ
れ
た
定
期
総
会
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◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

京
都
府
で
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・
補
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金
の
申
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開
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（
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
業

�
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面
）

  

経
験
を
地
域
で
活
か
す
た
め
に

子
ど
も
医
療
費
助
成
14
市
町
で
拡
充�

（
6
面
）



総会
アンケート

対
象
者
：
95
人　

回
答
数
：
72
人
（
回
答
率
76
％
）

コ
ロ
ナ
5
類
移
行
後
の
状
況
に
つ
い
て

　
総
会
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
の
状
況

に
つ
い
て
聞
い
た
。

移
行
後
9
割
が
外
来
対
応

5
類
移
行
後
の
コ
ロ
ナ
の
外

来
診
療
体
制
は
、「
外
来
対
応

医
療
機
関
と
し
て
対
応
」
71

％
、「
外
来
対
応
医
療
機
関
で
は

な
い
が
対
応
」
18
％
と
ほ
ぼ
9

割
が
対
応
し
て
い
る（
図
1
）。

感
染
拡
大
に
十
分
対
応
6
割

5
類
移
行
後
、
初
の
感
染
拡

大
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
る
」

が
61
％
、「
十
分
に
対
応
し
き

れ
て
い
る
と
い
え
な
い
」
が
21

％
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

「
検
査
拒
否
」な
ど
困
惑
事
例

　
困
っ
た
事
例
の
有
無
は
、

「
な
か
っ
た
」
が
71
％
、「
あ
っ

た
」
は
25
％
だ
っ
た
。
具
体
的

に
は
「
マ
ス
ク
な
し
受
診
や
ア

ポ
な
し
発
熱
者
受
診
者
の
増

加
」「
有
料
検
査
を
拒
否
」「
入

院
に
患
者
が
応
じ
な
い
」
な
ど

が
挙
が
っ
た
（
図
3
）。

入
院
調
整「
難
航
」13
％

　
入
院
調
整
に
つ
い
て
は
、

「
な
か
っ
た
」
58
％
、「
ス
ム
ー

ス
に
い
っ
た
」
18
％
の
一
方

な
か
っ
た
」
も
1
％
あ
っ
た

（
図
4
）。

春
接
種
ト
ラ
ブ
ル
6
％

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
春
接
種

（
8
月
末
ま
で
）
は
、
数
種
類

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
2
価
ワ

ク
チ
ン
で
行
わ
れ
た
が
、
希
望

す
る
ワ
ク
チ
ン
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
な
か
っ
た
」

92
％
、「
あ
っ
た
」
は
6
％
で

あ
っ
た
（
図
5
）。

「
個
別
+
集
団
」7
割
希
望

　
今
後
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
方
法
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
個
別
・
集
団
の
組
み

合
わ
せ
が
」
69
％
、「
個
別
接

種
」
15
％
、「
集
団
接
種
」
7

％
で
あ
っ
た
（
図
6
）。
選
択

理
由
に
つ
い
て
、「
集
団
」

は
、「
1
バ
イ
ア
ル
あ
た
り
人

数
が
多
く
て
個
別
で
は
使
い
づ

ら
い
」「
日
常
診
療
を
圧
迫
す

る
」。「
個
別
」
は
、「
原
則
主

治
医
が
す
べ
き
」「
集
団
の
出

察
は
、
感
染
予
防
の
た
め
の
手

間
暇
が
多
い
の
で
、
診
療
報
酬

を
増
や
し
て
ほ
し
い
▽
医
療
機

関
は
ど
う
し
て
も
リ
ス
ク
の
高

い
方
へ
の
対
応
に
合
わ
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
陽
性
者
へ
の
検
査

な
ど
を
し
な
い
通
常
対
応
で
ど

こ
ま
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｅ
が
必
要
か
な

ど
再
検
討
し
て
ほ
し
い
―
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
導
入
は
絶
対
に
反
対

　
島
津
恒
敏
代
議
員
（
中
京
西

部
）　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
登
録
さ
れ
る
情
報
は
、
病
歴

や
行
動
歴
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
購
入
し
た
本
や
買
い
物
場

所
な
ど
、
も
の
す
ご
い
個
人
情

報
で
あ
る
。
一
元
的
に
国
民
を

管
理
す
る
に
は
都
合
の
良
い
シ

ス
テ
ム
だ
。
だ
が
、
簡
単
に
そ

の
情
報
を
支
配
す
る
人
に
任
せ

て
良
い
の
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
導
入
し
た
国
で
、
イ

ギ
リ
ス
は
廃
止
、
ド
イ
ツ
や
韓

国
は
制
度
が
行
き
詰
っ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

国
民
の
2
割
が
申
請
し
て
お
ら

ず
、
ま
だ
導
入
は
防
げ
る
。
絶

対
に
導
入
さ
せ
て
は
い
け
な

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
た
会
員
も
ぜ
ひ
返
納
し

て
ほ
し
い
。

務
調
整
が
地
区
医
師
会
で
負

担
」。「
個
別
・
集
団
の
組
み
合

わ
せ
」
は
ど
ち
ら
に
も
対
応
で

き
て
、「
被
接
種
者
の
環
境
が

さ
ま
ざ
ま
な
の
で
対
応
し
や
す

い
」
な
ど
が
挙
が
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
負
担
は
肯
定
6
割

　
ワ
ク
チ
ン
は
自
己
負
担
な
し

の
特
例
臨
時
接
種
が
継
続
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
自
己
負
担

に
つ
い
て
は
、「
自
己
負
担
も

あ
っ
て
よ
い
」
が
61
％
、「
自

己
負
担
無
料
は
継
続
す
べ
き
」

は
32
％
で
あ
っ
た
（
図
7
）。

　
困
っ
て
い
る
こ
と
、
要
望
な

ど
に
つ
い
て
は
、
▽
職
場
・
学

校
が
診
断
書
を
求
め
る
た
め
の

受
診
が
多
い
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
認
識

に
ま
だ
ま
だ
温
度
差
が
あ
る
▽

全
数
把
握
で
な
い
た
め
流
行
拡

大
状
況
が
つ
か
み
に
く
く
不
明

で
困
惑
が
あ
る
▽
発
熱
患
者
診

紹介のみ 10%

コロナ患者はほとんどなかった 17%

無回答 3%

難航したが入院できた 13%

無回答 3%

自己負担無料は継続すべき 32%

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

外来対応医療機関として対応 71%

外来対応医療機関ではないが対応 18%
無回答 
1%

無回答 
1%

十分に対応 61%

十分に対応とはいえない 21%

なかった 71%

あった 25%

無回答 
10%できなかった 1%

無回答 1%

なかった 58%

スムースにいった 18%

なかった 92%

個別・集団の組み合わせ 69%

個別接種 15% 集団接種 7%
わからない 8%

あった 6%

自己負担もあってよい 61%

わからない 6%

図１　５類移行後のコロナの外来診療体制

図２　５類移行後、初の感染拡大への外来対応

図３　懸念されていた困った事例

図４　入院調整

図５　コロナワクチン春接種のトラブル

図６　今後のコロナワクチン接種方法

図７　コロナワクチンの今後の自己負担

で
、「
難
航
し
た
が
入
院
で
き

た
」
13
％
、「
入
院
調
整
で
き

総
会
質
疑
応
答

医
療
デ
ー
タ
の
恣
意
的
活
用
の
危
険
性
が
問
題

松
原
為
人
代
議
員
（
右
京
）

　
医
療
に
係
る
デ
ー
タ
を
集
約

し
科
学
的
に
扱
う
こ
と
は
今
後

必
要
だ
。
デ
ー
タ
を
扱
う
人
が

何
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
不
信
感
を
訴
え
て
い
く
べ
き

だ
。
こ
れ
ま
で
の
協
会
の
発
言

は
、
医
療
デ
ー
タ
の
活
用
は
絶

薬
剤
師
会
と
の
懇
談
の
現
状
は

岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

　
保
険
部
会
の
方
針
に
京
都
府

薬
剤
師
会
と
の
懇
談
会
が
あ
る

が
新
た
な
活
動
か
。
大
手
薬
局

チ
ェ
ー
ン
は
薬
剤
師
会
に
入
っ

て
お
ら
ず
、
薬
剤
師
全
体
を
束

ね
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

京
都
府
薬
剤
師
会
と
の
懇
談
会

の
現
状
と
開
催
意
図
を
教
え
て

ほ
し
い
。

鈴
木
理
事
長　
協
会
は
従

来
、
薬
剤
師
会
と
年
1
回
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
た
。
こ
こ
数

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
途

切
れ
て
い
る
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
普
及
の
問
題
な
ど
を
議
論
し

て
い
た
。
強
制
的
な
政
府
の
進

め
方
に
反
対
し
て
い
こ
う
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
先
発
品
の
適

応
の
違
い
の
問
題
を
正
し
て
い

こ
う
と
議
論
し
て
い
た
。
今
後

も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

対
的
否
定
に
聞
こ
え
る
。
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
手
法
を
利
用
し

な
い
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
扱
え

な
い
た
め
、
デ
ー
タ
の
恣
意
的

な
活
用
な
ど
の
危
険
性
に
つ
い

て
明
確
に
反
対
し
て
い
く
べ
き

だ
。鈴

木
卓
理
事
長　
医
療
側
に

と
っ
て
患
者
デ
ー
タ
を
基
に
医

療
連
携
や
医
療
制
度
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。
そ

の
意
味
で
デ
ー
タ
利
用
に
反
対

し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、

ネ
ッ
ト
の
閲
覧
記
録
や
物
品
の

購
買
履
歴
な
ど
が
名
寄
せ
さ
れ

て
、
別
の
形
で
利
用
さ
れ
る
危

険
性
が
一
番
問
題
だ
。
そ
の
基

盤
に
な
る
の
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
だ
。

　
今
、
政
府
が
進
め
て
い
る
医

療
Ｄ
Ｘ
全
体
の
仕
組
み
そ
の
も

の
を
根
本
か
ら
構
築
し
直
す
時

だ
。
医
療
デ
ー
タ
は
患
者
自
身

の
も
の
。
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
医
療
機
関
で
共
有
で

き
、
情
報
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
形
で
利
用
さ
れ
た
か
を
患
者

自
身
が
つ
か
め
、
医
療
以
外
の

こ
と
で
は
使
わ
れ
な
い
仕
組
み

を
制
度
化
す
べ
き
だ
。
成
長
戦

略
や
国
民
の
管
理
・
監
視
に
つ

な
げ
て
は
い
け
な
い
。

在
宅
医
療
の
充
実
に
、
看
護
協
会
と
交
流
を

岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

　
京
都
府
看
護
協
会
と
懇
談
会

は
開
催
し
て
い
る
か
。
現
在
、

在
宅
医
療
な
ど
で
看
護
師
と
連

携
す
る
現
場
が
大
変
多
い
の

で
、
意
見
交
流
し
た
方
が
よ
い

と
思
う
。

鈴
木
理
事
長　
看
護
協
会
と

は
定
期
的
な
交
流
や
懇
談
会
は

し
て
い
な
い
。
次
年
度
の
ト
リ

プ
ル
改
定
で
、
特
に
医
療
と
介

護
の
重
な
る
部
分
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
を
ま
と
め
て
医
療
費
を

削
減
し
て
い
こ
う
と
い
う
政
府

の
動
き
が
あ
る
。
今
、
看
護
師

は
非
常
に
人
手
不
足
だ
。
特
に

在
宅
を
担
う
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
人
手
不
足
で
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
看
護

協
会
と
と
も
に
要
望
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し
た

い
。

医
療
機
関
で
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
め
な
い
か

小
林
充
代
議
員
（
左
京
）

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
課
題
で

何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

活
動
方
針
案
に
は
学
習
中
心
と

あ
る
が
、
で
き
れ
ば
温
暖
化
対

策
に
有
効
な
医
療
経
営
、
事
業

活
動
で
、
各
医
療
機
関
で
の
事

例
（
往
診
車
に
電
気
自
動
車
を

導
入
な
ど
）
を
含
め
た
効
果
的

で
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

渡
邉
賢
治
副
理
事
長　
若
い

会
員
の
参
加
も
促
し
、
活
発
な

取
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｎ
Ｏ
2
の
測
定
事
業
が
終
了
し

た
の
で
、
会
員
に
協
力
い
た
だ

け
る
新
た
な
事
業
も
検
討
し
た

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
導
入
は
絶
対
に
反
対

医
療
デ
ー
タ
の
恣
意
的
活
用
の
危
険
性
が
問
題

薬
剤
師
会
と
の
懇
談
の
現
状
は

在
宅
医
療
の
充
実
に
、
看
護
協
会
と
交
流
を

医
療
機
関
で
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
め
な
い
か

2 0 2 3 年 (令和 5年) 9 月 1 0 日第 3 1 5 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

　低金利時代の中でも高い利率と生保６社による安定運営・リスク分散で安
心の積み立てができます。老後資金のみならず、住宅資金や学資などまと
まった資金が必要な時に一時金として受け取れます。一時金受取時（一時所
得）は利息部分のみに課税され、50万円までは税金がかかりません。

10月20日までに、お申込みを
（2024年 1月 1日加入）保険医年金　加入・増口受付中

さらに決算時に配当があれば積立金に上乗せされます。
2022年度は0.042％の上乗せがありました。

予定利率 1.202％を保証 !（2023年 9 月 1 日現在）

引受保険会社： 大樹生命　明治安田生命　富国生命　
日本生命　太陽生命　第一生命

月　払 1口 1 万円で 30口 30万円まで
一時払  1口50万円で 40口 2,000万円まで（普及期間ごとに）

1掛金の分かりやすさ

●満期は80歳
●掛金払込の一時中断（掛金の全部または一部）、再開が可能
● 中途脱退後に再加入も可能（満74歳まで）
● 他府県への異動時も継続可能

2自在性

加入時に受取方法を決める必要はなく、加入後いつでも受取可能
※加入５年未満での受取は一時金のみ
※万一の場合はご遺族が年金、もしくは一時金で全額受取

3多様な受取方法 年金［ 4 通り］または一時金お問い合わせ・資料請求は京都府保険医協会まで
※ 本紙に同封のチラシもご覧下さい。

Ｗebからの
お問い合わせ

制度紹介
（保団連HP）



参加申込は京都府保険医協会まで（締切 ９月22日（金））

医療機関経営情報 医療機関経営情報   2023年９月４日現在  2023年９月４日現在 京都府　健康福祉部長 長谷川　学
京都市　保健福祉局長 安部　康則
一般社団法人京都私立病院協会　会長 清水鴻一郎
京都胸部医会　会長 長坂　行雄
京都府医師婦人会　会長 森岡　香朱
自由民主党　衆議院議員 田中　英之
自由民主党　衆議院議員 本田　太郎
立憲民主党　衆議院議員 泉　　健太
立憲民主党　衆議院議員 山井　和則
立憲民主党　参議院議員 福山　哲郎
国民民主党　衆議院議員 前原　誠司
日本共産党　衆議院議員 穀田　恵二
日本共産党　参議院議員 井上　哲士
日本共産党　参議院議員 倉林　明子
衆議院議員 北神　圭朗
府民クラブ京都府議会議員団
国民民主党・日本維新の会京都府議会議員団
日本共産党京都府議会議員団
立憲民主党京都市会議員団
民主・市民フォーラム京都市会議員団
日本共産党京都市会議員団
株式会社京都銀行　頭取 安井　幹也
京銀リース・キャピタル株式会社　代表取締役 竹中　伸一
京都クレジットサービス株式会社　代表取締役社長 多賀野博一
損害保険ジャパン株式会社　取締役社長 白川　儀一
三井住友海上火災保険株式会社　取締役社長 舩曵真一郎
大樹生命保険株式会社　京都支社長 久慈　宏明
富国生命保険相互会社　京都支社長 高木　寿隆
SOMPOひまわり生命保険株式会社　京都支社長 鎌　　智朗
全国保険医団体連合会
39保険医協会・医会

総
会
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

（
敬
称
略
）

申請期間 2023年８月28日～10月31日

医療機関・社会福祉施設等経営改善支援事業費補助金

病院・診療所 介護サービス事業所等　※京都市内を除く

補助対象経費の４分の３以内（限度額　１対象施設あたり15万円）
※補助要件等は府ホームページをご確認下さい

【対象事業の例】
● 省エネに係るシステムや機器の整備（照明器具のLED化、
人感センサの設置、エアコンの更新、節水機器の設置）
● 業務効率化および職員の業務負担軽減のための機器の整備
（介護ロボット、調剤機器、情報管理・分析ソフトウェア、
情報端末等の導入）
●職員の業務に係る資格取得に要する受講料または講師謝金
● 経営改善コンサルタント委託費、経営改善セミナーの開催
費・参加費　等

医療機関光熱費等支援事業交付金

【交付基準額】
有床：１～６床　13万（６万５千）円／施設　　　７床以上　２万（１万）円／床
無床：13万（６万５千）円／施設
※（　）内は公立・公的医療機関

【交付要件】23年７月５日～24年１月31日まで期間で保険医療
機関として指定を受けている病院・診療所で、新型コロナウイ
ルス感染症に係る診療を行う医療機関

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
5
月
8
日
よ
り
5
類
に
移

行
し
、
平
時
へ
の
移
行
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
感
染
状
況
が
見

え
に
く
く
な
る
な
か
に
あ
っ
て

も
、
私
た
ち
は
国
民
の
生
命
を

守
る
対
策
と
医
療
提
供
体
制
を

整
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
、
私
た
ち
が
懸
念
し

て
い
た
重
要
法
案
が
2
0
2
3

年
の
通
常
国
会
で
次
々
と
成
立

し
た
。

　
一
つ
は
、「
か
か
り
つ
け
医
機

能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
」

を
含
む
全
世
代
社
会
保
障
法

（
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
）
で
あ
る
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
定
義
を

法
定
化
し
、
国
民
へ
の
情
報
提

供
の
強
化
や
、
新
た
な
機
能
報

告
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
回
は
、
性
急
な
患
者
登

録
型
の
か
か
り
つ
け
医
制
度
導

入
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後

こ
の
制
度
が
医
療
構
造
改
革
で

狙
わ
れ
て
き
た
開
業
規
制
や
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
制
限
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
引
き
続
き
注
視
し

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
健
康
保
険
証
を

廃
止
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
改

定
法
」
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
巡
っ
て

は
情
報
漏
洩
や

誤
登
録
の
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い

で
発
覚
し
た
が
、
そ
の
実
態
解

明
も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
成
立
が

強
行
さ
れ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、

あ
ま
り
に
健
康
保
険
証
廃
止
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

を
急
い
だ
こ
と
に
よ
り
医
療
現

場
が
ま
す
ま
す
混
乱
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
根
幹
た

る
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で

は
、
大
量
の
個
人
情
報
が
収

集
・
集
積
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
保
障
給
付
抑
制
へ
の

利
活
用
や
、
国
民
を
監
視
す
る

社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
つ
な
げ

ら
れ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
国
民
の
機
微

な
情
報
を
守
る
体
制
構
築
と
透

明
性
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を

背
景
に
、
専
守
防
衛
と
い
う
こ

の
国
の
か
た
ち
を
変
え
る
敵
基

地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
る
こ
と

と
し
、
防
衛
費
を
5
年
間
の
総

額
で
43
兆
円
程
度
と
す
る
大
幅

増
額
を
裏
付
け
る
財
源
確
保
法

を
成
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
原

発
の
60
年
超
運
転
を
可
能
に
す

る
束
ね
法
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源

法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
な
大
転
換
が
国
民
的
議
論
ど

こ
ろ
か
丁
寧
な
説
明
さ
え
行
わ

れ
ず
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
。
防
衛
費
の
大
幅
増
額

は
国
民
生
活
へ
の
影
響
も
必
至

で
、
更
な
る
医

療
・
社
会
保
障

費
の
削
減
が
進

め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な

情
勢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
民

皆
保
険
体
制
を
強
化
し
よ
り
良

い
医
療
体
制
構
築
を
目
指
し

て
、
以
下
を
決
議
す
る
。

　
一
、
新
型
コ
ロ
ナ
「
5
類
」

移
行
後
も
感
染
拡
大
時
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

　
一
、
自
由
開
業
規
制
や
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
制
限
に
つ
な
が

る
か
か
り
つ
け
医
制
度
化
を
行

わ
な
い
こ
と

　
一
、
誰
一
人
医
療
か
ら
取
り

残
さ
れ
な
い
よ
う
現
行
の
健
康

保
険
証
は
残
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
義
務
化
を
行
わ
な
い

こ
と

　
一
、
よ
り
良
い
医
療
体
制
構

築
を
目
指
し
、
社
会
保
障
費
の

充
実
を
図
る
こ
と

　
一
、
診
療
報
酬
の
改
定
に
あ

た
っ
て
は
、
入
院
料
、
初
診
・

再
診
料
な
ど
の
基
本
診
療
料
の

引
き
上
げ
を
中
心
に
し
て
医
療

費
総
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

　
一
、
国
民
的
議
論
を
行
わ
ず

に
「
原
発
回
帰
」、「
防
衛
費
の

大
幅
増
額
」
を
し
な
い
こ
と

2
0
2
3
年
7
月
30
日

京
都
府
保
険
医
協
会

第
76
回
定
期
総
会

（
第
2
0
5
回
定
時
代
議
員
会

合
併
）

　
私
は
2
0
1
9
年
5
月
に
西
陣
医
師
会

の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
を
経
て
、
や
っ
と
今

年
の
5
月
に
会
長
職
か
ら
放
た
れ
た
と

思
っ
て
少
し
安
堵
の
気
持
ち
で
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
へ
福
山
正
紀
副
理
事
長
か
ら
保

険
医
協
会
へ
の
お
誘
い
の
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
西
陣
医
師
会
会
長
退
任
後
は
自
院

の
こ
と
に
集
中
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
運
命
と
思
い
保
険
医
協

会
の
役
員
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
間
に
医
療
Ｄ
Ｘ
、
遠
隔
診
療
、
マ
イ
ナ

保
険
証
、
か
か
り
つ
け
医
制
度
、
医
師
の

働
き
方
改
革
な
ど
の
課
題
が
直
接
医
療
に

携
わ
っ
て
い
な
い
業
界
か
ら
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
感
じ
る
の
は
、
患

者
さ
ん
の
利
益
と
い
う
よ
り
は
業
界
の
利

益
と
い
う
違
和
感
で
す
。
ど
の
課
題
も
う

ま
く
制
度
設
計
を
す
れ
ば
日
本
の
医
療
現

場
に
と
っ
て
大
変
有
効
に
利
用
で
き
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
医
療
界
が
混
沌
と
す
る
中
、
京
都
府
保

険
医
協
会
の
役
員
の
一
員
と
し
て
少
し
で

も
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
若
輩
者
で
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理事就任
あいさつ

いのちと暮らしを支える医療
～臨床の現場からの発信～

日　時 10月８日（日）17:00～19:05・10月９日（月・祝）9:00～16:30
場　所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町２-４-１）

1
日
目

17:10～　全国共同調査結果発表「コロナ禍４年目の診療現場の実態・意識調査」
17:35～　記念講演「人間の本質とコロナ後の未来」

講師　 山極 壽一 氏（総合地球環境学研究所所長・京都大学名誉教授）

2
日
目

９:00～　分科会・ポスターセッション（オンデマンド配信あり）
13:00～　シンポジウム「認知症に向き合う医療 ～予防と共生に向けて～」

参加費  現地参加（ウェブ参加）　
医師 8,000円（4,000円）／コ・メディカル 500円（無料）

～京都府で、各交付金・補助金の申請が始まりました～
　会員医療機関へ９月４日付でファクスを送信しています。詳細はファクスをご確認い
ただくか、下記掲載のQRコードから直接京都府のホームページをご覧下さい。

第38回保団連
医療研究フォーラム

介護事業所の
詳細は
こちらから

医療機関の
詳細は
こちらから

詳細は
こちらから

総
会
決
議

総
会
決
議

み
ず
の
や
医
院
（
西
陣
）

水
谷
正
太

保
険
部
会

ハイブリッド開催

2 0 2 3 年 (令和 5年) 9 月 1 0 日 第 3 1 5 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



長
谷
川
和
範
医
師
に
聞
く

発
熱
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
診
る

こ
の
経
験
を
地
域
医
療
で
活
か
す
た
め
に

　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
業
し
た
医
療
機
関
の
実
態
を
知
る
た

め
、
宇
治
市
の
は
せ
が
わ
内
科
・
内
視
鏡
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

長
谷
川
和
範
医
師
に
8
月
2
日
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
近
鉄
大
久
保
駅
か
ら
す
ぐ
の
複
合
商
業
施

設
の
中
に
あ
る
。
第
5
波
の
感
染
拡
大
ピ
ー
ク
の
2
0
2

1
年
9
月
に
開
業
さ
れ
た
。

をきくをきく 23コロナ禍
での開業

新型コロナ編

　
「
状
況
に
応
じ
て
、
で
き
る

限
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
こ

う
」。
コ
ロ
ナ
対
応
を
想
定
し

た
院
内
の
動
線
や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
決
め
る
も
、
想
定
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
と
長

谷
川
医
師
。
コ
ロ
ナ
対
応
を
優

先
し
て
診
療
体
制
を
組
み
立
て

て
い
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。

5
類
後
再
び
感
染
増
加

症
状
軽
い
人
も
多
く
、

陽
性
者
多
い

　
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
な
り
社
会

的
関
心
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
医
療
現
場
は
今
の
と

こ
ろ
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
続
け

て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
。
病
気
を
診
る
と
い
う
意
味

で
は
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
な
っ
て

も
変
わ
り
は
な
い
。
感
染
し
て

も
症
状
は
軽
か
っ
た
り
、
重
症

化
率
も
低
下
し
て
い
る
感
は
あ

る
が
、
再
び
陽
性
者
が
増
え
て

い
る
。
今
日
も
発
熱
患
者
さ
ん

6
人
の
半
数
が
陽
性
だ
っ
た
。

昨
日
の
内
に
今
日
の
発
熱
外
来

の
予
約
は
埋
ま
っ
た
。
調
子
が

悪
く
て
も
検
査
し
な
い
人
も
い

る
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
感
染

者
数
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

検
査
キ
ッ
ト
が
品
切
れ
と
連
絡

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
結
構
感

染
が
増
え
て
い
る
と
思
う
。

　
今
後
、
コ
ロ
ナ
の
公
費
も
な

く
な
っ
た
ら
、
治
療
薬
は
と
て

も
高
く
て
使
え
な
い
点
で
、
普

通
の
風
邪
の
よ
う
な
気
軽
さ
は

な
い
。
た
だ
、
今
ま
で
の
よ
う

な
厳
格
な
診
療
は
少
し
ず
つ
緩

和
さ
れ
る
方
向
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

発
熱
外
来
は
予
約
制

ピ
ー
ク
時
は
毎
日
満
員
に

　
当
院
の
発
熱
外
来
は
予
約
制

で
、
患
者
さ
ん
に
は
事
前
に
電

話
問
診
の
上
、
医
院
近
く
に
到

着
さ
れ
た
ら
電
話
を
し
て
も
ら

い
、
ス
タ
ッ
フ
が
別
の
入
口
か

ら
案
内
す
る
。
私
が
問
診
を
確

認
し
、
診
察
を
し
て
、
検
査
す

る
（
当
初
は
診
察
室
か
ら
裏
口

を
通
っ
て
別
室
へ
行
っ
て
、
動

線
を
分
離
し
て
い
た
）。
診
察

終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ

ん
か
ら
お
金
を
受
け
取
り
、
会

計
を
済
ま
せ
て
患
者
さ
ん
へ

持
っ
て
行
く
。
最
初
の
頃
は
薬

局
へ
は
処
方
箋
を
フ
ァ
ク
ス

し
、
防
護
服
を
着
た
薬
局
の
方

に
薬
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ
て

医
療
者
が
安
心
し
て

対
応
で
き
る
体
制
作
り

　
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の

地
域
医
療
体
制
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
問
い
は
と
て
も
難

し
い
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て

戸
建
て
か
テ
ナ
ン
ト
か
で
設
備

や
環
境
も
異
な
り
、
同
じ
よ
う

に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
う
い
う
方
法
が
あ
る
と

の
情
報
を
得
て
も
、
結
局
は
そ

れ
を
参
考
に
当
院
で
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
く
し
か
な
い
。

診
療
を
断
ら
れ
た
と
い
う
報
道

の
背
景
に
あ
る
、
医
療
機
関
の

状
況
は
分
か
ら
な
い
。
正
義
感

だ
け
で
コ
ロ
ナ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
感

染
症
対
応
の
難
し
い
と
こ
ろ
で

も
あ
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
患
者
さ

ん
が
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡

く
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
行
政
か
ら
休
日
の
発
熱
外
来

の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
当
院
で

も
休
日
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
考
え

た
り
も
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
勤

務
の
調
整
が
つ
か
ず
、
で
き
な

か
っ
た
。
患
者
さ
ん
に
安
心
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
医
療
者

も
安
心
し
て
コ
ロ
ナ
対
応
で
き

る
体
制
を
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　
有
事
の
た
め
に
日
頃
か
ら
あ

る
程
度
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な

科
が
ど
の
よ
う
な
体
制
で
診
て

い
く
の
か
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。
こ
う
い

う
時
に
何
が
必
要
で
ど
う
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
か
を
し
っ
か
り

検
証
す
る
こ
と
で
今
後
に
備
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
た

め
、
1
人
対
応
す
る
の
に
1
時

間
か
か
っ
て
い
た
（
今
は
1
人

40
分
程
度
）。

　
当
院
の
別
室
は
何
人
も
入
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

1
日
10
〜
13
人
が
診
療
可
能
範

囲
で
、
第
6
波
か
ら
第
8
波
の

ピ
ー
ク
時
は
そ
れ
が
毎
日
続
く

状
態
だ
っ
た
。
当
日
の
予
約
が

埋
ま
っ
た
た
め
に
翌
日
に
来
て

も
ら
っ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
断
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
数
を

診
る
対
応
も
あ
る
と
思
う
が
、

当
院
で
は
で
き
る
限
り
の
診
療

体
制
で
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か

り
診
る
と
い
う
考
え
で
対
応
し

て
い
る
。

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いといわれている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標の一つ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

保険医年金制度協会共済制度関係会社2022年度決算

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

　第７次中期経営計画「Phase Change 2020」（2020年４月～2023年３
月）の最終年度の総仕上げとして、サステナビリティ経営をはじめ経営
基盤の確立、諸施策の実行に取り組んだ結果、中期経営計画の主要財務
指標として掲げていた全ての目標を達成した。さらに、グループ経営を
強化するとともに、地域活性化に資する新たな事業領域の拡大などを目
的とした、持株会社体制への移行を2023年10月に予定している。引き続
き、さまざまな取り組みを通じて長期持続的な企業価値向上に努めてい
くとしている。こうした状況において、京都府保険医協会との斡旋融資
制度でも健闘している。

　2023年３月までの１年間の決算は海外の金利上昇によって外貨建て保険の販売が伸びたことなどから増
収となっている。しかし、新型コロナウイルスのいわゆる「みなし入院」への給付金や急激な為替変動に
対応する費用、将来の支払いに備える積立金の増加などにより、本業の利益を示す基礎利益は軒並み前年
度から大幅に減少した。また、健全性の指標であるソルベンシー・マージン比率は、前年度より低下して
いるものの引き続き高水準にある。
　各社は生命保険という特性を踏まえ、安全かつ有利の原則に従い、将来にわたり高水準の運用収益の確
保を資産運用の基本としている。そのため過大な損失の発生を防止するためのリスク管理体制の整備を行
うなど、各社は資産運用の強化と健全性に向けた取り組みを行っている。

　新型コロナウイルス感染症によるパンデミック、多発化・激甚化する自然災害に加え、ロシアのウクラ
イナ侵攻に伴うサプライチェーン寸断等による物価高・資源高、また、米国金利上昇等により、景気減速
懸念も顕在化している。そのような中で、損害保険会社はそれぞれに「すべての人々・地域・社会にたく
さんの笑顔と活力あふれる確かな明日をお届けする」ことをビジョンに掲げ、「持続的成長と企業価値向
上を追い続ける世界トップ水準の保険・金融グループ」の実現に向けて日々取り組んでいる。
　各社は十分な純資産を保持し、ソルベンシー・マージン比率も引き続き高い水準を保っている。

斡旋融資制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

株式会社京都銀行
自己資本比率 国内基準（4％以上） 12.97％（11.59％）
開示債権の
引当・保全状況

残　高 997億円（928億円）
保全率 92.6％（91.3％）

当期純利益 256億円（187億円）

総資産 11兆176億円
（12兆1,967億円）

格付け（R＆I） A

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

解説　格付けについて

大樹生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 204億円（466億円） 3,716億円（4,366億円） 472億円（763億円）

実質純資産額 8,134億円
（１兆1,030億円）

8兆6,148億円
（９兆9,008億円）

１兆7,770億円
（１兆8,871億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 854.3％（980.8％） 980.8％（1,061.6％） 1,133.8％（1,234.2％）
格付け（S＆P） A A+ A

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 4,988億円（7,752億円） 212億円（551億円） 2,571億円（4,076億円）

実質純資産額 16兆8,053億円
（19兆1,156億円）

6,177億円
（8,520億円）

6兆6,083億円
（８兆3,555億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 1,019.9％（1,059.7％） 580.9％（734.2％） 865.4％（907.3％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 ２兆2,255億円（２兆1,587億円） １兆6,298億円（１兆5,793億円）
正味損害率 64.1％（59.8％） 64.3％（59.0％）

コンバインド･レシオ※1 97.6％（93.5％） 96.8％（92.0％）
当期純利益 1,080億円（1,662億円） 1,078億円（1,457億円）
純資産額 １兆4,086億円（１兆4,787億円） 1兆9,625億円（２兆891億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 623.3％（697.5％） 684.3％（722.5％）
格付け（R＆I） AA AA

　協会の共済制度を委託している関係会社より2022年度の決算が発表さ
れました。各社の状況は以下の通りです。 ※（　）内は2021年度の数値

2 0 2 3 年 (令和 5年) 9 月 1 0 日第 3 1 5 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



10
月
以
降
の
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料（
特
例
）等

の
取
扱
い

無料相談無料相談専門家との
◇希望される専門家をご紹介します
◇随時、必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と 
日程調整します
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）

法 律

税 務
建 築

金 融
雇用管理

廃棄物処理

Ｑ
、
9
月
30
日
で
コ
ロ
ナ
の

治
療
薬
と
入
院
の
公
費
負
担
が

終
了
予
定
だ
が
、
院
内
ト
リ

ア
ー
ジ
実
施
料（
特
例
）等
の
臨

時
的
取
扱
い
も
終
了
す
る
か
。

Ａ
、
終
了
し
ま
せ
ん
。
院
内

ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料（
特
例
）、

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
（
1
0

0
床
未
満
の
病
院
）（
特
例
）、

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
（
1
0

0
床
未
満
・
療
養
指
導
）（
特

例
）
等
の
臨
時
的
取
扱
い
は
罹

患
後
症
状
持
続
の
特
例
（
24
年

3
月
31
日
ま
で
）
を
除
き
終
了

時
期
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
引
き
続
き
算
定
で
き
ま
す
。

　
施
設
基
準
に
係
る
特
例
は
基

　
自
分
の
立
場
や
有
利
不
利
の
た

め
に
都
合
よ
く
主
張
す
る
こ
と
を

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
と
言
う
。
近

年
生
ま
れ
た
和
製
英
語
ら
し
い
。

　
福
島
第
一
原
発
か
ら
の
汚
染
処

理
水
放
出
を
め
ぐ
る
言
論
の
状
況

は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
が
多
く

て
、
う
ん
ざ
り
す
る
。

　
科
学
的
と
は
、
批
判
的
検
討
を

含
め
て
事
実
を
検
証
し
つ
つ
、
論

理
的
か
つ
冷
静
に
考
え
る
こ
と
。

　
政
府
が
科
学
的
だ
と
言
っ
て
る

か
ら
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力

機
関
）
が
許
容
し
た
か
ら
と
言
う

の
も
、
わ
ず
か
で
も
危
険
だ
と
言

う
の
も
、
科
学
的
で
は
な
い
。

　
こ
の
テ
ー
マ
を
科
学
的
に
論
じ

る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
物
理
、

化
学
の
基
礎
知
識
を
前
提
に
、
数

量
的
な
評
価
も
し
て
、
自
分
の
頭

で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
事
な
の
は
、
三
つ
の
論
点
に

分
け
て
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
。

　
①
海
洋
へ
放
出
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
情
が
あ
る
の
か
②
薄
め
て
放

出
す
れ
ば
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い

の
か
③
社
会
的
・
政
治
的
な
配
慮

は
足
り
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ら
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
議

論
し
て
は
い
け
な
い
。

　
①
で
最
初
に
確
認
し
て
お
き
た

い
の
は
、
有
害
物
質
は
、
放
出
せ

ず
に
済
む
な
ら
、
放
出
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
放
射
性
物
質
は
、
化
学
的
な
有

害
性
と
違
っ
て
、
保
管
し
て
い
れ

ば
時
間
と
と
も
に
減
っ
て
い
く
。

ト
リ
チ
ウ
ム
（
三
重
水
素
）
は

12
・
3
年
ご
と
に
半
減
す
る
。

　
そ
れ
な
の
に
放
出
す
る
の
は
、

デ
ブ
リ
（
溶
融
し
た
核
燃
料
）
の

周
り
に
地
下
水
の
流
入
が
続
き
、

そ
れ
を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
多
核
種
除
去

設
備
）
で
処
理
し
た
水
の
量
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
、
タ
ン
ク
が
満
杯

に
近
づ
い
た
と
い
う
理
由
だ
。

　
廃
炉
の
た
め
と
い
う
説
明
は
、

デ
ブ
リ
を
取
り
出
す
方
法
さ
え
見

通
し
が
立
た
ず
、
関
係
な
い
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
を
低
コ
ス
ト
で
除

去
す
る
技
術
は
、
近
畿
大
、
東
京

理
科
大
や
複
数
の
企
業
が
開
発
し

た
と
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

な
ぜ
使
え
な
い
か
、説
明
が
な
い
。

　
地
下
水
の
流
入
を
減
ら
す
、
タ

ン
ク
を
増
や
す
、
コ
ン
ク
リ
固
化

す
る
と
い
っ
た
手
段
は
ど
う
な
の

か
も
、
説
明
は
足
り
な
い
。

　
②
の
安
全
性
は
ど
う
か
。
自
然

環
境
に
も
ト
リ
チ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ

ム
40
な
ど
の
放
射
性
物
質
は
あ

り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
に
限
れ
ば
、
放

出
さ
れ
る
濃
度
と
総
量
は
、
さ
ほ

ど
大
き
く
な
い
よ
う
だ
。
た
だ
し

放
射
性
物
質
の
生
体
影
響
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

　
焦
点
は
、
デ
ブ
リ
に
接
し
た
汚

染
水
か
ら
、
他
の
放
射
性
核
種
を

ど
こ
ま
で
除
去
で
き
て
い
る
か
。

安
全
と
言
う
側
が
、
十
分
な
デ
ー

タ
を
公
開
す
る
責
務
が
あ
る
。

　
③
の
社
会
的
・
政
治
的
な
面
は

お
粗
末
だ
。
漁
業
者
の
怒
り
は
当

然
で
、
輸
出
減
に
よ
る
打
撃
を
予

測
し
な
か
っ
た
の
も
甘
す
ぎ
る
。

　
中
国
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
の

島
国
か
ら
も
反
発
が
多
い
。
や
が

て
海
流
や
水
蒸
気
が
流
れ
て
ゆ
く

北
米
の
反
応
も
気
に
な
る
。

　
そ
も
そ
も
、
原
発
は
絶
対
安
全

と
説
明
し
て
い
た
日
本
が
起
こ
し

た
重
大
災
害
。
事
故
の
後
、
安
倍

元
首
相
は
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
胸
を
張
っ
て
い
た
。
結
局
、

手
に
負
え
ず
に
放
出
す
る
な
ら
、

ご
め
ん
な
さ
い
と
頭
を
下
げ
て
説

明
に
回
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
反
対
す
る
の
は
非
科
学
的
で
け

し
か
ら
ん
、
と
い
う
態
度
は
居
丈

高
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
東
電
や
関
係
先
に
中
国
か
ら
か

か
る
電
話
を
「
嫌
が
ら
せ
」
と
報

道
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
異
様
だ
。
多

く
は
抗
議
電
話
で
は
な
い
の
か
。

　
放
射
性
物
質
以
上
に
危
険
な
の

は
、
今
の
世
情
か
も
し
れ
な
い
。

（
40
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
血
便
が
あ
り
、
本
件

医
療
機
関
の
消
化
器
内
科
を
受

診
し
た
。
医
師
は
、
大
腸
ポ

リ
ー
プ
、
大
腸
が
ん
、
炎
症
、

潰
瘍
を
疑
い
、
内
視
鏡
検
査
を

予
定
し
た
。
5
日
後
の
再
受
診

の
際
に
、
医
師
は
ブ
ス
コ
パ
ン

（
消
化
管
運
動
抑
制
作
用
剤
）

を
指
示
し
た
が
、
看
護
師
が

誤
っ
て
ボ
ス
ミ
ン
（
血
管
収
縮

剤
）
を
用
意
し
、
医
師
は
そ
の

ま
ま
患
者
に
注
射
し
た
。
患
者

は
意
識
は
あ
っ
た
が
血
圧
な
ど

が
不
安
定
と
な
り
、
医
師
が
救

指
示
と
な
り
、
そ
の
当
日
職
場

に
復
帰
し
た
。

　
患
者
は
、
金
額
は
明
確
に
し

な
か
っ
た
が
、
誤
投
薬
に
関
し

て
賠
償
請
求
す
る
意
向
を
医
療

機
関
側
に
示
し
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
誤
投
薬
に

関
し
て
は
明
ら
か
な
医
療
過
誤

で
あ
り
、
Ａ
医
療
機
関
の
医
療

費
を
す
で
に
支
払
う
と
と
も

に
、
医
師
も
患
者
宅
を
訪
問
し

て
あ
ら
た
め
て
謝
罪
し
た
。
こ

の
医
療
機
関
で
は
、
劇
薬
を
扱

う
際
、
医
師
が
指
示
し
て
か
ら

注
射
を
す
る
ま
で
に
、
通
常
3

人
の
看
護
師
が
薬
剤
名
を
ト
リ

プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
が
、

今
回
は
そ
れ
を
怠
っ
て
い
た
こ

と
と
、
医
師
も
薬
剤
を
確
認
せ

ず
に
注
射
し
た
こ
と
が
事
故
の

原
因
と
し
た
。
今
後
の
対
策
と

し
て
は
、
本
来
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
徹
底
す
る
こ
と
と
、
極

力
、
専
任
の
看
護
師
を
そ
の
部

署
か
ら
異
動
さ
せ
な
い
よ
う
に

工
夫
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
院
長
は
独
断
で
患
者
側

に
対
し
て
事
故
の
内
容
な
ど
を

記
し
た
文
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
確
約
し
た
た
め
、
文
書
を
提

出
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
2
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
点
か
ら
医
療
過
誤
が

急
車
に
同
乗
の
上
、
Ａ
医
療
機

関
に
搬
送
さ
れ
「
カ
テ
コ
ラ
ミ

ン
心
筋
症
」
で
5
日
間
の
入
院

と
な
っ
た
。
患
者
は
退
院
か
ら

6
日
後
に
職
場
復
帰
と
な
っ
た

が
、
復
帰
か
ら
2
日
後
、
仕
事

中
に
気
分
が
悪
く
な
り
、
胸
背

部
痛
を
主
訴
に
Ａ
医
療
機
関
に

救
急
搬
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、

Ａ
医
療
機
関
で
は
心
原
性
の
疾

病
は
否
定
的
と
診
断
さ
れ
帰
宅

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
が
招
い
た
事
故

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
186

福
島
原
発
・
汚
染
処
理
水
の
論
点
を
整
理
す
る

認
め
ら
れ
た
。

　
①
医
師
の
指
示
を
受
け
た
看

護
師
が
薬
剤
を
取
り
間
違
え
た
。

　
②
通
常
行
っ
て
い
た
ト
リ
プ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
た
。

　
③
医
師
も
薬
剤
の
確
認
を
せ

ず
に
そ
の
ま
ま
注
射
し
た
。

　
な
お
、
本
件
医
療
機
関
の
院

長
が
文
書
を
提
出
す
る
約
束
を

患
者
側
と
し
た
以
上
、
断
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

医
療
過
誤
が
明
白
な
場
合
で

あ
っ
て
も
基
本
的
に
患
者
側
に

文
書
を
渡
さ
な
い
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
患
者

が
そ
の
文
書
を
ど
の
よ
う
に
使

用
す
る
か
、
い
わ
ゆ
る
「
文
書

の
一
人
歩
き
」
が
危
惧
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
よ
う
に

文
書
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
は
、
せ
め
て
事
前
に
第
三

者
（
医
師
団
体
等
）
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
制
度
関
係
各
社
か
ら
の

決
算
報
告
（
関
連
4
面
）

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
5
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

本
的
に
は
9
月
30
日
で
終
了
し

ま
す
の
で
、
該
当
の
医
療
機
関

は
、
終
了
後
の
施
設
基
準
の
管

理
に
ご
留
意
下
さ
い
。
な
お
、

地
域
包
括
診
療
加
算
お
よ
び
地

域
包
括
診
療
料
の
施
設
基
準
に

規
定
す
る
慢
性
疾
患
の
指
導
に

係
る
適
切
な
研
修
の
特
例
は
、

25
年
4
月
6
日
の
終
了
で
す
。

　
ま
た
、
協
会
と
の
懇
談
の
際

に
、
医
療
機
関
の
担
当
者
は

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
っ
た

こ
と
を
繰
り
返
し
主
張
し
た

が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
患

者
側
に
伝
え
る
と
看
護
師
個
人

へ
の
責
任
追
及
に
な
り
兼
ね
な

い
。
本
件
は
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
不
備
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
上

の
問
題
が
原
因
で
あ
り
、
医
療

機
関
全
体
の
責
任
で
あ
る
こ
と

を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
職
場

復
帰
後
に
Ａ
医
療
機
関
に
救
急

搬
送
さ
れ
た
際
の
医
療
費
は
、

患
者
の
協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
事
故
と
の
因
果
関
係

が
不
明
で
あ
り
損
害
賠
償
の
対

象
外
と
し
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
全
面
的
に
過

誤
を
認
め
て
、
誠
意
あ
る
謝
罪

を
行
い
、
賠
償
金
を
支
払
い
示

談
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て

医
療
機
関
が
取
引
の
買
い
手
側

と
な
る
場
合
は
ど
う
か
。

　
取
引
時
に
売
り
手
に
対
し
て

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
の
は
、
申
告
で
消

費
税
の
「
仕
入
れ
税
額
控
除
」

を
使
う
課
税
事
業
者
だ
。
医
療

機
関
の
多
く
は
免
税
事
業
者
で

あ
り
、
仕
入
れ
税
額
控
除
を
使

う
こ
と
は
な
い
た
め
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
求
め
る
必
要
は
な
い
。

自
費
診
療
が
1
千
万
円
を
超
え

る
場
合
な
ど
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
と
な
る
が
、
5
千
万
円

免
税
・
簡
易
課
税
な
ら
登
録
不
要

医
院
の
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
― 3 ―

必
要
で
す
か
？

を
超
え
な
け
れ
ば
「
簡
易
課
税

方
式
」
を
選
択
で
き
る
。
簡
易

課
税
方
式
の
事
業
者
は
仕
入
れ

税
額
控
除
で
は
な
く
「
み
な
し

仕
入
れ
率
」
を
適
用
す
る
こ
と

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
る
必

要
は
な
い
。

　
医
療
機
関
で
イ
ン
ボ
イ
ス
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
課

税
売
上
が
1
千
万
円
超
で
本
則

課
税
の
事
業
者
に
限
ら
れ
る
。

医
療
機
関
で
売
り
手
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
を
受
け
取
れ
な
け
れ
ば

仕
入
れ
税
額
控
除
を
使
え
ず
、

納
税
額
が
増
え
る
こ
と
に
な

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
事
業
に
よ
り
、

23
年
3
月
の
確
定
申
告
時
に
消

費
税
課
税
事
業
者
と
し
て
届
け

出
た
医
療
機
関
は
多
い
。
医
療

機
関
の
課
税
方
式
が
本
則
課
税

か
簡
易
課
税
か
、
あ
る
い
は
免

税
事
業
者
な
の
か
、
今
一
度
ご

確
認
い
た
だ
き
た
い
。
（
了
）
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九
州
、
福
岡
天
神
か
ら
南
へ
大

牟
田
ま
で
の
西
鉄
天
神
大
牟
田
線

は
純
然
た
る
通
勤
・
通
学
路
線
で

す
が
、
な
ん
と
食
事
を
提
供
す
る

〝
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
レ
イ
ン
〞
が
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

〝
グ
ル
メ
〞
を
売
り
に
す
る
観
光

列
車
が
、
木
・
金
・
土
・
日
・
祝

日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
1
日
2
便

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
車
両
は
既
存
の
通
勤
電
車
の
改

造
車
。
外
面
の
ロ
ゴ
や
ラ
ッ
ピ
ン

グ
は
シ
ー
ル
や
単
な
る
塗
装
で
は

な
く
、
立
体
的
に
加
工
が
な
さ
れ

て
い
て
〝
気
合
十
分
〞。
よ
く
見

る
と
、
お
酒
の
杯
や
ブ
ド
ウ
、
イ

チ
ゴ
な
ど
、
筑
後
の
地
域
特
産
品

が
現
代
的
で
都
会
的
な
デ
ザ
イ
ン

に
盛
り
込
ま
れ
、〝
店
〞
の
質
感

が
出
て
い
ま
す
（
写
真
2
）。

THE
RAIL

KITCHEN
CHIKUGO
ピ
ザ
窯
を
搭
載
し
た
キ
ッ
チ
ン
ト
レ
イ
ン
（
西
鉄
）

を
聞
い
て
き
ま
す
。
こ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
っ
ぽ
い
演
出
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
か
ら
漏
れ
る
薫
り
と
と
も
に

至
高
の
ひ
と
と
き
。
し
か
も
ホ
ー

ム
反
対
側
に
入
る
電
車
か
ら
は
い

つ
も
通
り
客
が
乗
降
す
る
と
い

う
、
こ
の
混
沌
と
し
た
空
間
と
景

日
本
酒
を
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
す
る
、

豪
勢
な
イ
タ
リ
ア
ン
の
コ
ー
ス
料

理
で
し
た
。
車
窓
の
展
望
に
魅
力

や
名
物
が
な
い
都
市
の
近
郊
電
車

で
も
観
光
列
車
に
な
り
得
る
と
い

う
、体
験
と
新
知
見
を
得
ま
し
た
。

　
柳
川
で
下
車
し
て
、
立
花
家
の

江
戸
町
柳
川
の
水
郷
の
風
情
を
船

頭
の
名
調
子
と
と
も
に
船
で
楽
し

み
ま
す
。
下
船
後
は
名
物
の
鰻
料

2
号
車
は
厨
房
車
両
。
外
壁
に

は
窓
が
な
く
手
書
き
黒
板
風
の
装

飾
が
な
さ
れ
、
外
観
は
ま
る
で

ホ
ー
ム
に
横
た
わ
る
洒
落
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。
乗
車
す
る
ホ
ー
ム

に
は
テ
ー
ブ
ル
や
黒
板
が
置
か
れ

て
い
て
、
ク
ル
ー
が
予
約
の
名
前

色
は
日
本
の
鉄
道
の
中
で
異
色
と

い
え
ま
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
や
内
装
に
は
地
元
の

大
川
の
木
製
調
度
を
用
い
て
、
都

会
的
セ
ン
ス
あ
ふ
れ
る
装
飾
の
レ

ス
ト
ラ
ン
。
日
本
で
初
め
て
列
車

の
車
両
の
中
に
本
格
的
な
ピ
ザ
窯

理
や
久
留
米
絣
の
店
を
冷
や

か
し
な
が
ら
、
酔
い
覚
ま
し

に
街
並
み
を
散
歩
し
ま
す
。

こ
れ
が
ま
た
気
持
ち
良
い
。

　
夜
は
柳
川
に
泊
ま
っ
て
も

よ
し
。
太
宰
府
に
戻
っ
て

ゆ
っ
く
り
す
る
も
よ
し
。
古

民
家
や
古
い
お
屋
敷
を
リ
ノ

ベ
ー
ト
し
た
施
設
も
多
く
、

伝
統
を
残
し
な
が
ら
新
時
代

に
活
き
る
気
概
を
感
じ
ま
し

た
。

　
廃
れ
消
え
ゆ
く
京
の
町
家

を
搭
載
し
、
季
節
ご
と

に
旬
の
九
州
の
食
材
を

重
用
し
、
窯
を
活
か
し

た
で
き
た
て
の
温
か
い

料
理
を
売
り
に
す
る
、

新
時
代
の
都
市
型
観
光

列
車
で
す（
写
真
3
）。

前
菜
の
プ
レ
ー
ト
、
魚

の
プ
レ
ー
ト
、
肉
の
プ

レ
ー
ト
、
デ
ザ
ー
ト
プ

レ
ー
ト
に
、
あ
ま
お
う

の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
を

皮
切
り
に
、
ワ
イ
ン
や

を
憂
う
る
私
と
し
て
は
、
見
習
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
。
柳
川
の
地

酒
、「
百
花
撩
乱
・
斗
瓶
取
り
純

米
大
吟
醸
原
酒
」（
柳
川
酒
造
、

福
岡
）。
名
の
通
り
、
搾
り
た
て

の
生
（
山
田
錦
）
は
旨
い
。

　
（
西
鉄
キ
ッ
チ
ン
ト
レ
イ
ン　

2
0
2
2
年
3
月
乗
）

　厚生労働省による2023年「医療施設静態調査」「患者調査」「受療
行動調査」が実施されます。調査に関する調査要綱と記入票は、京都
府より医療機関宛に送付されますので、ご協力をお願いします。

医療施設静態調査等へのご協力を医療施設静態調査等へのご協力を

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
が
拡
充

23
年
度
か
ら
府
内
14
市
町
で

　
京
都
府
が
9
月
か
ら
子
育
て

支
援
医
療
助
成
制
度
を
拡
充

し
、
3
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の

通
院
負
担
を
1
5
0
0
円
か
ら

2
0
0
円
に
引
き
下
げ
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
府
内
自
治
体

で
も
23
年
度
か
ら
上
乗
せ
し
て

拡
充
す
る
と
こ
ろ
が
14
市
町

（
う
ち
京
都
市
は
府
制
度
と
同

程
度
）あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
す
で
に
4
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
向
日
市
と
八
幡
市
は
、
18

歳
ま
で
の
入
院
を
償
還
で
前
者

は
負
担
な
し
、
後
者
は
2
0
0

円
分
を
除
い
て
助
成
。

6
月
か
ら
笠
置
町
が
18
歳
ま

で
入
通
院
と
も
償
還
で
負
担
な

し
と
し
た
（
中
学
生
ま
で
は
2

0
0
円
を
立
替
え
払
い
し
償

還
、
24
年
度
か
ら
は
全

年
齢
を
現
物
給
付
で
負

担
な
し
に
）。

9
月
か
ら
は
亀
岡

市
、
久
御
山
町
、
京
丹

波
町
が
18
歳
ま
で
入
通

院
と
も
負
担
な
し
と

し
、
京
田
辺
市
、
大
山

崎
町
、
宇
治
田
原
町
、

精
華
町
が
18
歳
ま
で
入

通
院
と
も
月
2
0
0
円

負
担
。
福
知
山
市
は
こ

れ
ま
で
日
5
0
0
円
で

あ
っ
た
3
歳
以
上
中
学

生
ま
で
の
通
院
を
月
2

担
と
し
た
。
長
岡
京
市
も
18
歳

ま
で
入
院
を
償
還
で
2
0
0
円

負
担
と
し
た
。

1
月
か
ら
は
舞
鶴
市
が
中
学

生
の
1
5
0
0
円
を
2
0
0
円

に
す
る
予
定
だ
。

　
今
回
の
京
都
府
の
4
年
ぶ
り

の
拡
充
は
大
き
な
前
進
で
あ
っ

た
が
、
全
国
的
に
は
18
歳
ま
で

対
象
を
拡
げ
る
こ
と
が
主
流
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
府
内
で
も
着

実
に
拡
が
っ
て
い
る
。
府
内
で

は
、
26
自
治
体
の
約
7
割
が
18

歳
ま
で
助
成
（
入
院
の
み
も
含

む
）
し
て
お
り
、
京
丹
後
市
は

大
学
生
ま
で
拡
げ
て
い
る
。

　
国
は
少
子
化
対
策
に
注
力
す

る
と
し
て
お
り
、
6
月
に
ま
と

め
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」
に
は
、
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

設
け
て
い
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ（
国

民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の
減

額
調
整
措
置
）
の
廃
止
を
盛
り

込
ん
だ
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
18
年

に
就
学
前
ま
で
は
廃
止
さ
れ
て

い
る
が
、
厚
労
省
は
高
校
生
ま

で
の
部
分
を
廃
止
す
る
と
言
及

し
て
い
る
。
実
施
さ
れ
れ
ば
、

制
度
拡
充
の
さ
ら
な
る
弾
み
と

な
る
。
協
会
か
ら
も
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
全
市
町
村
の
一
覧
を
掲
載
。

0
0
円
と
し
て
、
18
歳
ま
で
入

院
の
み
償
還
で
2
0
0
円
負

※ 拡充部分を網掛け。年齢拡大＋無償化する４市町は全年
齢を網掛け

子ども医療費　府内市町村の2023年度拡充予定

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.4

写真 1

写真 2

写真 3

JAZZを楽しむ会

ギター・ベース デュオの魅力 Ⅱ
日　時   10月21日 （土）

  17時30分～19時
（開場 ： 17時15分）

場　所   ホテルグランヴィア京都
3階「今昔の間」
JR京都駅直結  ☎075-344-8888

参加費 会員 2,000円
家族・スタッフ 3,000円

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
飲食はありません。
※ジャムセッションタイム参加者募集中 ！
　（セッション参加ご希望の方は申込時に楽器
　などお知らせ下さい。）

西尾 寛之
（Bass）

北脇 久士
（Guitar）

定員20人
要申込お申込はこちらから

府内の一覧は
こちらから

2 0 2 3 年 (令和 5年) 9 月 1 0 日第 3 1 5 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 (6)毎月10日･25日発行




